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減少傾向が続いていた子どもの人数ですが底打ちの兆しが見えて来ました。児童数が増え始めたこと
は大変良い傾向です。しかし、小学校区のエリア別で見ると増減の違いがあります。街は生き物です
から人口動態を見ると街の変化が読み取れます。また、エリア別で子ども達の経済状況の違いがある
ことも分かります。この１０年で子ども達の経済格差や生きづらさが拡大しました。数十億円も掛か
る刈谷城建設を止め！子育て、教育に税金の再配分をすべきです！

子ども食堂ほっとライスHP

刈谷市の人口動態の変化

子ども達の経済格差・生きづらさが拡大

刈谷市で児童数が増え始めました！

※就学援助は、公立小中学校へ就学させるため、経済的な理由でお困り
の方に、学用品費や学校給食費などを援助する制度です。

検索刈谷市民の声

刈谷市議会 検索

※映像がスマホ対応になりました。
検索ほっとライス
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masaya70@gmail.comお問い合せ
子ども食堂ほっとライス

食料支援事業
明日へつなぐ

ランドセル支援事業
未来へつなぐ

刈谷市において５年間で名古屋ドーム1.1個分の田畑が減少！

刈谷市も毎年高齢化等の影響により毎年 11ha の田畑が耕すことが出来なくなり営農さんに
集約して頂いています。田んぼはお米という人のエネルギーを生産しているだけではなく、
気温の調整、洪水を防ぐ、水を綺麗にする。生物の多様性を育む、地下水を作るなど多くの
機能があります。今、農業を見つめ直す時期が来ました。食料自給率を上げるためには放棄
農地の一部国有化も必要かもしれません。

日本の食料自給率は 38%にも拘らず日本の食材ロス（令和２年度）は年間 522 万トン（家
庭系 247 万トン、事業系 275 万トン）国民１人あたり年間約 41ｋｇです。この食材ロスを
上手く活用すれば世の中から「腹ペコ」を減らすことが出来ます。子ども食堂は全国で 6000
以上になりました。子ども食堂には全国のフードバンクより食べ物が集まります。子ども食
堂のネットワークを活用して食料支援を行えば「食材ロス」と「腹ペコ」を減らすことも可
能だと考えます。刈谷市で子ども食堂が食糧支援を行なっています。

●刈谷モデル　フードバンク等→子ども食堂ほっとライス→食料支援

腹ペコを無くせ！子ども食堂を活用して食料支援を！

田んぼは大切！


